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まえがき

　生きるために、自分の可能性を実現するために、私たちは仕事をする。しか
し、仕事ばかりが人生ではない。家族や友人と過ごし、趣味に没頭し、地域に
貢献し、仕事以外の豊かな時間をもつことも人生である。仕事と生活の調和を
目指す「ワークライフバランス」は、高度に組織化され、多様性がなくなりつ
つある現代社会の人生を考える上でも、内閣府が主導する様々な制度づくりに
おいても、重要な課題となっている。
　ワークとライフのバランスをいかにとるかは、研究職を目指す人においても
重要である。特に研究者を目指す女性においては、大学院を修了し、研究を積
み重ねてキャリアを築く時期と、結婚、出産、育児の時期が重なるなど、限ら
れたタイムゾーンのなかでワークとライフの目的が対立するようなときがある。
このような時期をどう乗り越えていけばよいのだろうか。
　本書は、そういった人生の局面をどうにか乗り越え、工夫してきた５人の心
理学者たちが、現実的な問題解決、活用した制度やその効果、パートナーや周
囲の人たちとの協力体制、つらい時期の心の持ちようなどを、包み隠さずあり
のままに描いた本である。
　
　第１章は、本書を企画し、編者でもある久保（川合）南海子さん。テーマは

「就職と妊娠」。大学院で研究しながら就職を目指した日々。結婚や子どもをも
つタイミングは、いつか。仕事をしながらの子育てはどうするのか。そして二
人目の子どもは……。「一輪車では転んでしまうかもしれないけれど、二輪の
ママチャリならデコボコ道でもなんとか走れますから」（１章より）

　第２章は、ポスドク研究員としてアメリカで研究生活をスタートした内田由
紀子さん。テーマは「遠距離結婚生活」。渡航直前に結婚したが、夫君は東京
での勤務。遠距離での結婚、出産、子育てに、二人でどう取り組んだのか。イ
ンターネットも味方につけ、「ウェブカメラを使ってスカイプするなど、でき
る限り『空気感』を共有できる工夫をしました」（２章より）
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　第３章は、研究所勤務を経て、今は大学で研究、教育に専念する和田由美子
さん。テーマは「主夫の支援」。結婚・出産の後に勤務していた研究所の移転
や、大学への転職を経験した。遠距離通勤を余儀なくされていた夫君は在宅
勤務ができる職を選び、主夫として家事、育児をメインで引き受けることに。

「娘が産まれてからの10年間、夫が『家族一緒に暮らす』ことを何よりも重視
して柔軟な選択を重ねてくれたおかげで、私たち家族は、これまで一度も別居
せずに暮らしてくることができました」（３章より）

　第４章は、大学で研究・教育に携わる郷式徹さん。テーマは「男性の育休に
よる経済的デメリット」。８ヵ月間の育児休暇のイクメン経験から、「育児休暇
をとっても経済的にやっていけるのか」という問題を、活用できるさまざまな
制度の例を挙げて分析・考察した。「『自分にしかできない仕事がある。だから、
育休なんて取れない』というのは、精神衛生上は必要かもしれませんが、単な
る妄想です」（４章より）

　第５章は、再び久保（川合）南海子さん。テーマは「病児保育」。第一子に
心疾患があった体験を、集中治療室（NICCU）、母親の24時間「付き添い入
院」、復職、在宅療養、手術、学内保育室といった過程に沿って綴る。保育室、
保育園、保育サポーターさん、ドクターたちとのネットワークの大切さ、ドー
ンと構える心意気の重要性を伝える。「それでも前を向いて日々の仕事と生活
をこなしていけるのは、子どもの母親は自分しかいないという、迷いのないあ
たりまえの覚悟があってこそなのだと思います」（５章より）

　第６章は、少しだけ（？）年齢の高い筆者（仲真紀子）が、書かせていただ
いた。四半世紀前の話で恐縮だが、今日にもつながるかもしれない失敗や悩み、
考え方の工夫や問題解決などを書いている。「どんなことがあっても二つの世
界を持ち続けることは生活を豊かにしてくれるものだと思います。まずはでき
るところで環境を改善し、できないところは認知的に柔軟に対応し、逆境は問
題解決の場だと考えることができれば、と思います」（６章より）

　以上のような各著者の思いや行動が、今大変な時期にある、あるいはこれか
らどうしようかと考えている読者や、周囲にそのような人がいる読者への励ま
しやヒントになればと願う。子育ての形態には「これが正しい」はあり得な
い。独自の状況でバランスをとろうと努める著者たちの体験を再体験すること
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で、「こういうこともできる」「ああいう方法もとれる」という示唆と勇気が伝
われば幸いである。そしてさらに言えば、本書が社会における研究者の育成・
支援や、少子化の改善、希望のもてるワークライフバランスの構築に少しでも
つながるものとなれば、編者の一人としてこれ以上の喜びはない。コラムや付
録のＱ＆Ａなども、ぜひ参考にしていただきたい。

　最後になるが、二児の出産、国外出張、家庭と職場の様々な問題のなかです
ばらしい原稿を書いてくださった著者の皆様、ワークショップで応援し、共感
してくださった院生や研究者の方々、たえずサポートしてくださった新曜社の
森光佑有さんに、深くお礼を申し上げる。安心して、勇気をもって、ともに
ワークとライフを堪能していきましょう。

2014年8月

仲　真紀子
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第 1章 ある女性研究者のワークとライフ
	 ─ 産むまでの悩みどころ

久保（川合）南海子

1	 ワーク ─ 国立大学の研究所ポスドク	
	 ライフ ─ 就職or妊娠？

1-1　結婚するなら「思い立ったが吉日」

　友人の女性研究者いわく「結婚している女性研究者には、博士号を取ったと
きに結婚を意識したパートナーがいたという人が多い」 ─ そういわれてみ
れば、私もそして私の周りでも、たしかにその通りです。博士号を取ったとき
は「ワーク」が一区切りついたときであり、そこで「ライフ」を考えるよい
きっかけなのかもしれません。
　私は博士課程を満期退学したときに結婚し、その翌年に博士号を取得しまし
た。課程の修了と博士号の取得が同時でなかったのは、結婚が理由ではありま
せん。博士論文に必要な英語論文の受理が、審査スケジュールに間に合わな
かったからです。結婚したときにはすでに博論の予備審査が始まっていて、博
士号の取得が1年後になることがわかっていました。夫は、私が博士を取る前
に結婚することに少し躊躇していましたが（けじめがつかないのではないかと、

指導教授や私の親へ気を遣ってくれたようです）、私は結婚するなら満期退学の
いまがそのときだと思っていました。なぜなら、私と夫の双方の仕事と生活の
状況が大きく変わるときだったからです。
　私と夫は、それまで3年ほど愛知県犬山市にある京都大学霊長類研究所にい
ました。私は日本女子大学から共同利用研究制度で長期滞在している博士課程
の学生、夫は研究所の博士研究員（ポスドク）でした。私は日本学術振興会の
特別研究員（DC）だったのですが、その採用期間は博士課程の満期退学とと
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もに終わりました。そして、次の特別研究員（PD）には不採用でした。研究
員として研究所には置いてもらえることになっていましたので、これまで通り
の研究を続けていくことはできました。ただし、博士号を取得するまでは無給
の研究員だったので、つまりは無職のオーバードクターです。
　一方、夫は同じ愛知県内にある名古屋大学に就職が決まり、研究所を出るこ
とになっていました。夫は名古屋大学の官舎に入るつもりでした。そこは家族
用の官舎だったので、結婚していれば私もそこに入ることができます。研究所
に通勤することも可能でした。まさに渡りに船、学位は1年後にちゃんと取る
から！ と夫を説得し、結婚することになりました。
　博士課程に在籍する学生や後輩の若手研究者から、結婚するのによいタイミ
ングについてきかれることがあります。相手がいて結婚のタイミングを気にし
ているようであれば、まさに「思い立ったが吉日」ではないでしょうか。結婚
は出産とは違います。出産・育児による生活の変化に比べれば、結婚による生
活の変化など皆無といってもいいでしょう。結婚式？ 同居？ 家事？ 親戚
づき合い？ それらは「しなくてもなんとかなる」ものばかりです（私の家族

や親戚の皆様、すみません……）。

1-2　悩ましきもの、妊娠・出産

　結婚する時期については悩まなかった私も、妊娠・出産のタイミングについ
てはかなり悩みました。欲しくなったときがそのタイミングだ！ というだけ
で妊娠・出産をする気持ちには到底なれませんでした。結婚によって起こる生
活や仕事の変化とは比べものにならないくらいの変化があるのが妊娠・出産、
そしてそれ以降の長い「子育て」です。仕事も生活も、予想はできないけれど
とりあえず自分でなんとかなるというこれまでの人生から、よくわからない想
定外の領域に踏み出していく漠然とした不安もありました。
　結婚してから、できれば子どもが欲しいとは思っていましたが、後述すると
おり、それが実現するまでには6年かかりました。そのあいだ、私と夫の親は、
子どもについてせかすようなことはもちろん、どうするつもりなのかきくこと
もありませんでした。それは本当にありがたいことでした。自分ではなんとも
できない状況の中で、迷ったり悩んだりするのはとてもつらいことです。長い
間そっとしておいてくれただけに、妊娠がわかったとき、特に義母にそれを伝
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えられることが本当に嬉しかったです。共著者（第2章）の内田由紀子さんが
妊娠したときにその話をしたら、「その気持ち、わかる！」と共感してくれま
した。
　私は、妊娠・出産のタイミングを見計らっているあいだ、子どもを持てない
のは自分のせいだ、とぼんやりとした引け目を感じていました。子どもは一人
で産み育てるわけではない、夫婦の問題だ、と頭ではきちんと納得しているつ
もりでも、気持ちは少し違っていました。「妊娠・出産・子育て」はワンセッ
トであるはずなのに、はじまりの「妊娠・出産」は女性だけの「作業」なので、
どうしても女性の問題としてとらえてしまうのですね。理屈ではわかっていて
も、実際に妊娠・出産する本人の気持ちはなかなか複雑なのです。

1-3　就職と妊娠・出産の優先順位

　私たちは最初から同居して結婚生活を送れていました。それは本当に幸運な
スタートだったと思います。お互いが望む仕事を近くで得ようとしても、就職
の機会は限られていて、自分たちにはどうにもならない要素が多いのですから。
研究者にとってこの幸運が、たまたま近くでよかったね、というようなレベル
でないことはよくわかっていましたので、私たちは仕事と生活の今後の方向に
ついて話し合っておきました。
　私たちの優先順位は「同居＞私の就職＞子ども」でした。せっかく同居でき
て、いままでの研究も続けていられるのだから、できる限りそれを維持しなが
ら私の職を探していく、ということです。愛知県とその近郊は、大学や研究機
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関の比較的多いところだとはいえ、地域を限定して就職先を探しているので
はなかなか常勤職はありません。学位を取るまで無給の研究員を1年、学位を
取ってから単年度のポスドクを2年しているあいだ、常に心は揺れていました。
同居と研究テーマを優先してこのままでいくのか、はたまた広く就職活動をし
て研究者としてひとり立ちしていくべきなのか。夫は、就職を焦ることはない、
まだ日本学術振興会の特別研究員（PD）を狙えるうちはそれを目標にしよう、
と言って励ましてくれました。それは任期つきの非常勤職とはいえ、3年とい
う期間の長さと勤務先が選べる自由さに加えて、産休にともなう期間の延長が
あるのも魅力でした。
　単年度のポスドク期間中は、来年度の立場がどうなっているのかが関心事で、
そのために仕事をして結果を出すことが重要でしたから、子どものことはまっ
たくといっていいほど考えませんでした。当時の私はまだ20代でしたし、昔
からの友人や周りの研究仲間にも子どもがいる人は少なかったので、具体的な
イメージもなければ焦りもありませんでした。それよりも単年度のポスドクの
心もとなさや、新しい研究テーマについて勉強することのほうが、そのときは
よっぽど大きな悩みだったのです。

1-4　ふと気がつけば、もう後がない！

　結婚してから4年目、学振の特別研究員（PD）に採用されました。私は30
歳になっていました。来年度の所属について心配しなくてよいのは久しぶり
だったので、ようやく一息つける気持ちでした。そして、そろそろ妊娠・出産
のことを考えなくてはいけないかな、とちらりと思いました。しかし、PDは
常勤職ではありません。3年の猶予ができたとはいえ、次の目標は就職でした。
妊娠・出産はまだ後回しにして、いよいよ本腰を入れて就職活動を始めること
にしました。このときも、同居が可能な地域での勤務が希望の条件でした。
　しかし、そうやって決意を新たにしても、その条件での募集がなければ、た
だ時間ばかりが過ぎていきます。時折、上司や知り合いの先生から、どこそ
こで公募があるけど遠いから出さないよね？ などと言われて、数少ない機会
を素通りするたび、なんともいえない気持ちになりました。鋭意就職活動中！
でも募集がないから開店休業中……という、気持ちは切羽詰まりながらも、実
際はかなりぼんやりした状態で、あっという間に採用期間3年のうち2年が過
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ぎていきました。就職活動としてやることがなくても、メインの仕事はもちろ
ん研究です。目の前にある研究は面白く、新しいテーマでの展開があり、人脈
も広がっていきました。
　採用期間があと1年になり、私はまた来年度の仕事を考えなくてはいけな
い立場になっていました。研究所でのポスドクはもう再任できませんでした。
キャリアを継続する手だてとしては、常勤職としてどこかに就職するか、新し
いポスドク先を探すか、あと1年のうちに妊娠・出産してPDの採用期間を延
長する／そして次にRPDでの採用をめざす、というのが考えられました。つ
まり、学生時代からそれまで10年ほどマイナーチェンジをしながらも続けて
いた研究テーマや、8年いた研究所から離れなければ、研究者としてのキャリ
アが継続しないという大きな岐路に立たされたのでした。
　私たち夫婦は何度も、選択肢の優先順位を決め直しました。就職することが
第一ですが、それはこちらが望んでも叶うとは限りません。妊娠・出産にとも
なうPDの採用期間延長にはその権利行使にあと1年というリミットがありま
したから、就職活動とともに妊娠・出産も考えることにしました。そして、就
職も妊娠もせずPDの採用期間が終了したときには、改めて仕事と生活のこと
を考えよう、ということになりました。次の職が決まらずにPDが終了しても、
ほかに近隣の大学で非常勤講師もしていたので、最低限のキャリアの空白は免
れることができそうでした。そのときは妊娠・出産も引き続き考えておいて、
子どもができたら子育てモラトリアムも悪くないよ、と夫は言いました。私は、
子どもをダシにモラトリアムっていってもなあ、という気持ちでしたが、職が
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ないならそれだけでも御の字です。
　私は「就活」と「妊活」に臨みました。しかし、何度も繰り返すようですが、
どちらも自分が望んだからといって、そのようになるものではありません。で
も、重要なのは自分の気持ちでした。状況を納得し、そこに踏み出していく気
持ちができたのです。思えば私はそれまで、「生活はできるし研究も続けられ
るし、就職できてないけど、なんとかこれが維持できれば、まあいいかなあ」

「子どもはいたらいいけど、いなくても、まあいいかなあ」という曖昧な意識
でいました。けれど、PDの期間があと1年となり、年齢も30代半ばが近づい
てきたとき、私は初めて「就職したい」「子どもが欲しい」とはっきりとした
自分の希望を意識したのです。振り返って考えてみると、それまでの曖昧な気
持ちは、自分ではどうにもならないことから逃げている表れだった気がします。
現実として後がなくなって、ようやく私は自分の希望と向き合わざるをえなく
なりました。自分ではどうにもならないけれど、逃げるわけにもいかない状
況で、自分が本当はどうしたいのかを知ることになったのです。これまで、他
人が就職したとか出産したという話を聞いても特になんとも思わなかったのに、
そう意識してからはうらやましく思っている自分を発見して驚きました。私は
仕事と生活、そして気持ちの面でも岐路に立った後、ある方向へ歩き出したこ
とを自覚しました。

1-5　同時にやってきた就職と妊娠

　就職と妊娠、どちらが先に決まるかはわかりません。いずれにしても先に決
まったほうへ全力投球しようと決めていました。運を天に任せることにしたの
です。就職したらしばらく子どものことは考えない、妊娠したらしばらく次の
仕事のことは考えない、というつもりでした。これまで長らくどちらも縁がな
かったので、両方がいっぺんにくるとは考えてもみませんでした。就活と妊活、
ともにするのは自分ですが、最終的に決めるのは自分ではないので気は楽でし
た。期待しては落胆するということを何度か繰り返し、なんということか、就
職と妊娠は同時にやってきたのです。
　あれほど望んだことが二つとも叶い、私はとても嬉しく、またとても不安で
した。しかし、私にどちらを優先するのか選択の余地がなかったことは、本当
に幸いなことでした。先に決まったほうに全力で挑んだとしても、退けたもう
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一方も気になってしまったでしょう。二つが同時にやってきてくれたというこ
とは、それほど望むなら迷うことなくやってごらんと、自分以外の何ものかが
手を差し伸べてくれたのかのような思いにかられます。うろたえながらも私は、
とにかくやるしかないのだと腹をくくれたのでした。

1-6　「案ずるより産むが易し」と思えるまでが問題でした

　「就職したい」「子どもが欲しい」、その希望は急に私の中で出てきたわけで
はありません。しかし、研究者として出発した当初から持っていたわけでもあ
りません。自分がどうしたいのか、それを自分で見極めていくためには、身近
なロールモデルの存在が大きく影響していました。私の場合、それは周りにい
た自分より少し年上の女性研究者たちでした。
　なかでも、女性研究者としての仕事と生活について具体的なイメージを与え
てくれて、私に「就職したい」「子どもが欲しい」という希望を抱かせてくれ
たのは、現在の職場の先輩教員でもある坂田陽子先生でした。私が現在の勤務
先である愛知淑徳大学に初めて関わったのは、坂田先生が産休を取る間の代
替教員としてでした。駆け出しのポスドクだった私としては、心理学科の専任
教員がする講義を担当させてもらえて貴重な経験になりました。坂田先生が
復職された後も、私は非常勤講師として愛知淑徳大学にお世話になっていまし
た。そこで、坂田先生とお会いするたびに「子どもはいいよ〜」と吹き込まれ

（？）、仕事と両立するにはこんなことが大変だけど、こういうふうにすれば大
丈夫、と彼女自身の具体的な苦労と工夫、何より楽しさを話してくれました。
それは、大変そうだけどそうすれば私もできるかも、という気持ちになる話で
した。先生のお子さんが成長していく姿と、それに合わせてまた工夫しながら
仕事と生活を両立させていく先生を何年も見ているうちに、私は少しずつ自分
の望む将来のビジョンをはっきりさせていくことができたのだと思います。
　仕事と子どもについて悩んでいる人に、かならずといっていいほど言われる
のが「案ずるより産むが易し」の言葉です。実際、踏み出してしまえば本当に
その通りなのですが、そういわれても悩みは解決しません。仕事の状況も産
んだ後の折り合いも頭ではよくわかっている、「案ずるより産むが易し」もそ
の通りだと思う、それでも悩んでいるのだとしたら？ 最後まで悩ましいのは、
第一歩が踏み出せない自分の「気持ち」なのではないでしょうか。


